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 進路だより第 10 号  

相馬東高等学校  

進路指導部  

皆さんが希望進路にアクセス（接近）、そして実現できますように！  

 

 卒業式を終え、３年生が相馬東高校から旅立ってしばらく経ちました。皆さんももうす

ぐ進級です。やり残したことはありませんか？  

 

◆  今月のトピック  ◆  

 

この１年、自分の将来についてどのくらい考えただろう？  

 

 ウォルト・ディズニーは言いました。  

考えなさい。  

調査し、探究し、問いかけ、  

熟考するのです。  

 

 先月号の「進路だより」には目を通してくれましたか？  卒業した３年生が話してくれ

た「先輩講話」に共通する意見は、「先を見通し、余裕を持つこと」でしたね。そうする

ために大切なのは、「考えてみること・動いてみること」です。この機会に１年間を振り

返り、自分に「問いかけ、熟考」してみましょう。  

◆  相馬市内企業見学会  ◆  

 

 ３月３日（木）、相馬市企業見学会が行われ、就職を希望する本校２年生が参加してき

ました。これも自分に「問いかけ、熟考」する機会になったようです。参加者の感想を一

部抜粋して紹介します。  

〈見学企業〉  

フジモールド工業株式会社  相馬工場     

オリエンタルモーター株式会社  相馬事業所    

株式会社 IHI 相馬事業所          

 

①  参加する時に心掛けたことは？  

 

 ・身だしなみ（清潔感のある服装）  ・あいさつ   

 ・言葉遣い  ・メモを取ること  ・話を聞く時の態度（姿勢を良くすること）  

 

②  参加して分かったことは？  

 

 ・ずっと続けられる職業が良いと思った。  

 ・製造業では、ほこりや静電気等の細かい点まで気を遣っていることが分かった。  

 ・工場内は作業しやすい環境が整っていることが分かった。  

 ・企業によって方針や取得する資格が異なることが分かった。  

 ・仕事をすることの大切さや社会人としてのマナー、企業の特徴や仕事内容。  

 ・相双地区の企業の状況が分かって良かった。  

 ・自分の将来について早いうちに決めた方が良いことが分かった。  

裏面に続きます！  

 



③  今後の進路にどのように活かすか？  

 

 ・進路希望を固めた。  

 ・どのような人材を求めているかが分かったので、そうなれるよう頑張る。  

 ・仕事内容や職場の雰囲気が分かったので、企業選択に活かせると思った。  

  ・どの企業もあいさつをしっかりしていることが分かった。  

  また、誰とでも話せるコミュニケーション力を付けようと思った。  

 

④  全体を通して感じたこと  

 

 ・あいさつのできる、元気ある人材になろうと思った。  

 ・働くことは簡単ではないと思った。また、コミュニケーションの大切さを感じた。  

 ・今回は製造業の仕事を見て色々知ったので、その他の仕事についても知りたくなった。 

 ・職場の雰囲気を感じることが出来て良かった。  

 ・将来、自分が働いているイメージをふくらませることができた。  

 ・思っていたよりも女性を中心とした仕事が多く、これからの進路決定の参考になった。 

 

 実際の仕事や、企業の方々が求めている人物像を知ることができたようですね！  

ちなみに、厚生労働省では以下のような調査結果を公表しています。  

 

◎  企業が若い人材に求めている資質  

※「構造変化の中での企業経営と人材のあり方に関する調査」  

 （2013 年  労働政策研究・研修機構）  

 １  「仕事に対する熱意・意欲、向上心」（73 .6％）  

 ２  「積極性、チャレンジ精神、行動力」（62.0％）  

 ３  「組織協調性（チームワークを尊重できる）」（52.5％）  

 ４  「コミュニケーション能力」（51.7％）  

 ５  「社会常識やマナー」（48.0％）  

 

 

進路指導部長・中島先生より皆さんへ  

 

 

～コミュニケーション能力～  

 

 進路室には、企業や学校関係の方が数多く来校され、いろいろな話しをします。その中

でよく「コミュニケーション能力」についての話題がでます。「コミュニケーション能力」

とは「社会生活において、他者と円滑に意思の疎通が行える能力」です。  

 最近では SNS が普及し、コミュニケーションを容易にとれるようになりましたが、トラ

ブルも増加しました。マチュピチュで有名なインカ帝国では、文字を持たない社会でした。

それでも大帝国を築けていました。ここからわかるように、文字は、コミュニケーション

の補助的なツールであると考えられます。  

 皆さんが在校中に身につけてほしいことは、SNS という広場での会話ではなく、現実の

世界で、友達の表情や雰囲気などを感じながら目を見て話をしてほしいということです。

これにより、友人とのトラブルも少なくなり、円滑に意思疎通が行える能力、つまりコミ

ュニケーション能力が身につくと思います。ぜひ実践してみましょう。  

 

 

来年度も充実した学校生活を送ることができますように。  


